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社会資本整備総合交付金チェックシート

文京区バリアフリー基本構想
文京区

Ⅰ．目標の妥当性

①計画の目標の設定に当って、地域の現状分析が十分に行われている。

②計画の目標が、地域の課題を解決する上で適切なものとなっている。

③計画の目標の評価指標が、定量的指標によって適切に設定されている

④計画の目標が各種の上位計画と整合している

Ⅱ．計画の効果・効率性

①事業内容は、計画の目標を達成する上で適切なものとなっている。

②事業内容は、一定の期間内に重点的、効果的かつ効率的に行われる必要
があるものとなっている。

③事業内容が、早期に効果が現れるものとなっている。

④計画の一体的な実施により、相乗効果が得られるものとなっている。

Ⅲ．計画の実現可能性

①関係地方公共団体の意見調整の場が設けられている。

②事業熟度が十分である。

③目標実現に向けた機運の醸成が図られている。


